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第102回日本美容外科学会
ご案内

2014 International Meeting of 
Asia Forum for Aesthetic 
Surgery & Medicine [AFAS]
 2014 年美容医学アジアフォーラム
The 2nd Congress of Asia Anti-Aging & Regenerative Medicine, 
Korea Academy of Aesthetic Surgery & Medicine[KAAS]

Date: March 29-30, 2014
Venue: COEX Grand Ballroom(1F), Seoul, Korea

参加申込みなど詳しくは http://kaas.ne.kr/ を御覧下さい。

The 11th Congress of 
Eastern Cosmetic Surgery (ECS)
第 11 回東方美容外科学会 

Medibeau Expo 2014
Date: April 26th̃27th, 2014 (Medibeau Expo 2014 April, 25th̃27th)

Venue: SETEC, Seoul, Korea 
参加申込みなど詳しくは http://www.cosmeticdr.or.kr/ を御覧下さい。

海外学会案内

韓国学会ツアーの参考例
○３月２８日（金）出発：インターコンチネンタルソウル COEX　75,800 円～

（エコノミークラス航空券往復・２名１室利用の宿泊代・空港～ホテル間の送迎・
燃油サーチャ－ジを含みます）
＊航空会社、フライトスケジュールによって料金が異なります。
＊お一人部屋追加代金：51,000 円
＊ビジネスクラス追加代金 35,000 円～

（航空会社・発着空港によって異なります。全日空は設定がございません。）
＊空港税は別途かかります。（成田発着：約 5,100 円）

○４月２５日（金）出発：インターコンチネンタルソウル COEX　81,800 円～
（エコノミークラス航空券往復・２名１室利用の宿泊代・空港～ホテル間の送迎・
燃油サーチャ－ジを含みます）
＊航空会社、フライトスケジュールによって料金が異なります。
＊お一人部屋追加代金：51,000 円
＊ビジネスクラス追加代金 45,000 円～

（航空会社・発着空港によって異なります。全日空は設定がございません。）
＊空港税は別途かかります。（成田発着：約 5,400 円）

〇JTB の企画商品（パッケージツアー）のご紹介で、韓国学会用に航空座席や
　ホテルの客室の確保はしておりませんので、ご了承ください。
○羽田発着の商品もございます。お気軽にお問い合わせください。

JTB 霞が関第五事業部　
〒100－6051　東京都千代田区霞が関 3－2－5　霞が関ビルディング 23 階
TEL：０３－６７３７－９３４１　FAX：０３－６７３７－９３４４
担当：藤浪功至　　E-mail：k_fujinami714@bwt.jtb.jp

【専門医認定制度の概要】

1. 受験資格
卒後臨床研修 2 年の後、研修プログラムで通算 5 年以上所定の研修が必要です。
この間美容外科臨床に専従し、美容外科手術経験の症例を満たすことが必須です。
卒後教育委員会が資格審査します。

2. 専門医研修プログラム
研修プログラム（認定施設）は年間 500 例以上の手術症例を有し、医師数・設備・
指導体制等の基準を満たした基幹施設・研修施設・関連施設で構成されます。プロ
グラムの認定・更新・取り消しは専門医認定委員会が行います。

3. 指導医
指導医は、個人の臨床・研究の実績を勘案して卒後教育委員会で審査され、5 年毎に
更新されます。

4. 専門医試験
年１回、「筆記試験」と「口頭試問」がおこなわれます。（2014 年は 6 月 7 日、8 日）

「筆記試験」では、美容外科に関する選択式問題が出題され、専門的知識が問われます。
その合格者が「口頭試問」に進みますが、実際に治療された患者さんの症状、診断
画像や手術中の写真・動画などが提示され、それぞれについて診断、治療方針、手
術の実際など、実地に即した診療能力が試験官によって問われます。

【専門医生涯教育制度の概要】

美容外科専門医は、認定後も最新の知識と技術を学び続けることが義務づけられ、5
年毎に資格を更新する必要が有ります。生涯教育委員会では学習や研究活動を点数
化した「クレジット（履修単位）登録制度」を採用して評価しています。 
　対象 ・学会等への参加や発表
          ・学術誌での論文発表
          ・症例報告
また、5 年間の認定期間に最低１回、本学会が認定する医療倫理、医療安全、医療事故、
医事法制に関する研修を受講することが義務づけられています。

【願書入手方法】

＊願書の添付書類の内「症例記録」につきまして複数の申請者から連絡があり、「患
者様から個人情報をお預かりする際に、本選考試験に利用することは、承諾いただ
いた使用目的外使用になってしまうので提出できない」とのご指摘がありました。
そこで学会専門医制度委員の協議の結果、「個人が識別できる記載を隠す処理」をし
てお送りください。
＊学会 HP（http://www.jsas.or.jp/contents/expert.html) 専門医制度のページ
にある申請書をダウンロードいただき、必要事項を書き込み、添付書類と共に学会
事務局へ送付下さい。

＊専門医申請書類一式と第 102 回日本美容外科学会参加申込書は
　平成 26 年 5 月 7 日必着で事務局に送ってください。

今年の専門医試験は６月７日、８日（5 月 7 日申込締切）
専門医の認定を申請する者は次の各項の資格の全てを満足することが必要。

詳しくは学会 HP（http://www.jsas.or.jp/contents/rules.html) 専門医制度規則及び細則を参照のこと。 
1.　日本国医師免許証を有すること。
2.　申請時において 5 年以上引き続き当学会の正会員であり、日本先進医療医師会の正会員である者。
3.　当学会の学術集会に 5 回以上出席した者および同等の学術活動を理事長が認めた者（学術集会の出席点数は学会 HP にある別表にて計算し 60 点以上）。
4.　5 年以上美容外科（内、4 年以内に限り形成外科診療期間を認める）を標傍して診療に従事している者で以下の美容外科症例の治療を行なった者。
　　症例   1.  目（重瞼、上（下）眼瞼除皺術、目頭切開）・・・・100 症例以上
　　　　　2.  豊胸、脂肪吸引、ＦＬ，隆鼻、顎整形、骨切り・・・50 症例以上
　　　　　3.  上記 1 と 2 を含む 300 症例以上の術者としての症例
        * 症例報告書には所属長の承認を必要とする。
同時に考査料６万円と第 102 回日本美容外科学会参加料２万円の合計８万円を４月 30 日までに個人名が判るようにして学会口座にお振り込み願います。

（ みずほ銀行 品川支店（店番１９５） 普通預金 口座番号 1481676 口座名 一般社団法人日本美容外科学会）　学会参加申込用紙に振込名を記入してください。

第102回日本美容外科学会のご案内
◆ 会期：2014年 6月 7日（土）・8日（日）
◆ 会場：東京ビッグサイト 会議棟 1F
　 〒135-0063東京都江東区有明3-11-1 TEL:03-5530-1111（代表）　http://www.bigsight.jp/

◆第102回日本美容外科学会会長
　山川 雅之（The Clinic 統括指導医）

◆日本美容外科学会公式 facebook ページ
　http://www.facebook.com/pages/日本美容外科学会/525959570774927?ref=hl

◆日本美容外科学会事務局
　〒104-0061 東京都中央区銀座8-10-8 銀座8丁目10番ビル6階
　一般社団法人 日本美容外科学会事務局　田口順一郎
　Tel.: 03-3571-1270/ Fax: 03-3571-3116　E-mail: jsas@mac.com

◆出展協賛企業問合先
　〒107-0062 東京都港区南青山2-31-8 ダヴィンチ南青山4階 株式会社ＪＴＢモチベーションズ内
　第102回日本美容外科学会出展協賛企業事務局 担当者：小宮邦仁
　Tel.: 03-6912-0390/ Fax: 03-6912-0376　E-mail: 102jsas@meetingnavi.com

◆宿泊問合先
　〒100-6051 東京都千代田区霞が関3－2－5 霞が関ビルディング23階 JTB 霞が関第五事業部 
　担当者：藤浪功至
　Tel.: 03-36737-9341/ Fax: 03-6737-9344　E-mail: k_fujinami714@bwt.jtb.jp
　Tel.: 03-3571-1270/ Fax: 03-3571-3116　E-mail: jsas@mac.com

特別講演

• Advanced Cardiac Life Support Training, American Heart 
  Association.
• Advanced Trauma Life Support Training, American 
  College of Surgeons.
• Basic Life Support Training, American Heart Association.
• President, Plastic Surgery Educational Foundation of the 
  US  (PSEF).
• Board of Directors, American Society of Plastic Surgeons  
  (ASPS).
• Board of Directors, American Society for Aesthetic Plastic  
  Surgery (ASAPS). 
• Board of Directors, International Confederation for Plastic,  
  Reconstructive and Aesthetic Surgery (IPRAS) .
• Clinical Editor, Aesthetic Surgery Journal (ASJ).

Dr. Brian Kinney（U.S.A.）
• Board certified by the American Board of Plastic Surgery.
• Fellow of the American College of Surgeons.
• Clinical Professor of plastic surgery at Baylor College of 
  Medicine (Houston, Texas).
• Professor of the American Society for Aesthetic Plastic 
  Surgery (ASAPS)
• President, International Society of Aesthetic Plastic Surgery 
  (ISAPS)
• Examiner for the American Board of Plastic Surgery (ABPS)
• Life member of the American Association of Plastic 
  Surgeons (AAPS)
• Former, Editor-in-Chief of Aesthetic Plastic Surgery, Official 
  Journal of the International Society of Aesthetic Plastic 
  Surgery.

Dr. Thomas Biggs（U.S.A.）

1943  大阪 生まれ
1969  東京医科大学卒業
1969  東京医科大学病院整形外科形成班入局
1979  大阪白壁美容外科院長就任
1988  東京 山王病院美容形成外科部長就任
1990  美容形成外科 サフォクリニック開設
1999  国際美容外科学会（ISAPS）より教授に任命
2004  日本美容外科学会（JSAPS） 会長

白壁征夫

• Past Honorary President of Korean Society of Aesthetic
  Surgery (KSAS)
• President of Korea Academy of Aesthetic Surgery &
  Medicine (KAAS)
• Director of Kairos Aesthetic Clinic in Seoul, Korea

Dr. Lim Jong-hak （Korea）

7日ライブオペ (Live Operation)
DUAL Threads Lift 

（Face, Eyebrow, Nasal tip）
 (Dr. Yukio Shirakabe)

6月7日(Breast)、8日(Face Lift) 6月7日(Breast)、8日(Face Lift)

6月8日(美容外科の歴史)

専門医の申請・更新には第102回日本美容外科学会の出席が必要です


